




















1 日本の英語教育と高千穂大学の英語教育の 40 年の歩み 
本学の祖である川田鐡彌先生が大久保に高千穂学園の起源となる高千穂小





































国公立大学入試の共通一次学力試験実施（受験者 327,163 人） 
「語学指導等を行う外国青年招致事業（JET）」（文部省・自治














小学校第 5・6 学年に「外国語活動」が導入 





































2 高千穂大学における必修英語 40 年の歩み 
大関（2005）は、1970（昭和 45）年以降の 30 年間の高千穂大学の英語教育、




表 3 「必修英語」の単位数と卒業要件単位数の変遷 
年 １年次（コマ） 2 年次（コマ） 外国語（英語） 
卒業要件 
総合卒業要件 
1970（昭和 45） 6 単位 
（通年 3 コマ） 
4 単位 
（通年 2 コマ） 
10 単位 
（通年 5 コマ） 
160 単位 
1971（昭和 46） 4 単位 
（通年 2 コマ） 
4 単位 
（通年 2 コマ） 
8 単位 
（通年 4 コマ） 
140 単位 
1975（昭和 50） 2 か年・8 単位 
（通年 2 コマ） 
8 単位 
（通年 4 コマ） 
140 単位 
1991（平成 3） 4 単位 
（通年 2 コマ） 
4 単位 
（通年 2 コマ） 
8 単位 
（通年 4 コマ） 
160 単位 
1994（平成 6） 4 単位 
（通年 2 コマ） 
― 8 単位 
（通年 2 コマ） 
124 単位 
2001（平成 13） 2 単位 
（通年 1 コマ） 
2 単位 
（通年 1 コマ） 
8 単位 
（通年 4 コマ） 
124 単位 
2005（平成 17） 2 単位 
（半期 2 コマ） 
2 単位 
（半期 2 コマ） 
8 単位 
（半期 8 コマ） 
124 単位 
2015（平成 27） 4 単位 
（半期、週 2 回 2 コマ） 
― 8 単位 





「必修英語」は 1 年次 6 単位・2 年次 4 単位で合計 10 単位であった。当時
の授業は通年制で実施されており、卒業までに通算して 10 単位（通年 5 コマ）
を取得する必要があった。ちなみに、卒業要件は 160 単位であった。 
 
・1971（昭和 46）年における必修英語 
「必修英語」は 1 年次 4 単位・2 年次 4 単位と合計 8 単位となった。依然と






















この年の必修英語は 1 年次 4 単位と 2 年次 4 単位、合計 8 単位が卒業要件で
あった。1 年・2 年次で「必修英語」を通年 2 コマずつ学習することには変わ
りはないが、その内容面では大きな変化が見られた。1 年・2 年次の「必修英
語」に A と B の区別ができ、A が「必修科目」、Ｂが新たに加えられた「必修
選択英語」である。「必修英語Ａ」は Reading、「必修英語Ｂ」は 1) Grammar 
and Composition、2) Conversation、3)L.L.、4) Current English とさらに分
かれる。1 年次が「必修科目 1A」と「必修科目 1B」、2 年次が「必修科目 2A」











たのである。具体的には通年科目の「English Communication I（EC I）」と
「English Communication II（EC II）」が開講された。 
その 2 つの「EC」科目に関して『平成 6 年度講義要覧』に説明があるので
引用する（高千穂商科大学（1994）『平成 6 年度講義要覧』）。 
 





トします。EC I は、Ａおよび B に区別され、週 2 回授業となります。
EC I の A は、統一テキストに口語英語の基本文型についての表現法を
中心に「英問英答」により学び、また B では、自由に日常生活を自己表
現できる能力の習得を目標としています。しかし、EC I の段階でとど
まってしまっては、十分ではありません。EC I は、2 年次以降も EC II・











この年度から「English Communication A (ECA)」（1 年次履修）」と「English 
Communication B (ECB)」（2 年次履修）の必修英語は 2 科目 4 単位となった。
ECA は日本人が、ECB を英語ネイティブスピーカーが担当することとした。
教育的効果をあげるため 3 段階の能力別クラスとして、クラスサイズを 20～30
人とした。さらに、「ECA」と「ECB」とも成績評価方法を一本化し、「出席
30%、前期平常点 10%、前期個別試験 20%、後期平常点 10%、後期共通試験
20%」とし、「授業回数の 30%以上欠席した場合は原則として単位を認めない」












期週 2 回）」で 2 単位）、「英語Ⅱ（半期週 2 回）」の 4 単位を必修英語として、






















































定期試験 なし  授業内試験 20％  レポート なし  平常点 なし 





(01) 第 1 週：ガイダンス、共同授業（TOIEC の説明等）  
(02) 第 2 週：Unit 1(Part 5-7) Eating Out  
(03) 第 3 週：Unit 2(Part 5-7) Travel  
(04) 第 4 週：Unit 3(Part 5-7) Amusement  
(05) 第 5 週：Unit 4(Part 5-7) Meetings  
(06) 第 6 週：Unit 5(Part 5-7) Personnel  
(07) 第 7 週：復習(Unit1～Unit5)  
(08) 第 8 週：Unit 6(Part 5-7) Shopping  
12 
(09) 第 9 週：Unit 7(Part 5-7) Advertisement  
(10) 第 10 週：Unit 8(Part 5-7) Daily Life  
(11) 第 11 週：Unit 9(Part 5-7) Office Work  
(12) 第 12 週：Unit 10(Part 5-7) Business  
(13) 第 13 週：共通テスト  
(14) 第 14 週：復習(Unit6～Unit10）  

































（平成 29）年と 2018（平成 30）年に文部科学省から相次いで提示されている
新「学習指導要領」と「高大接続改革の実施方針等の策定について」の外部試
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